









プ レ大 会 発 表 要 旨2003.11-14 「デザイン理論』44/2004
マ ドレー ヌ ・ヴ ィオ ネ の衣 服 観
一 ドレープ表現 を中心 と して 一
笹暗綾野/神戸芸術工科大学大学院芸術工学研究科総合デザイン専攻
マ ド レ ー ヌ ・ヴ ィ オ ネ(Madeleine
Vionnet,1876-1975)は,20世紀前半 に女性
の 自然な身体の有 り方 を追 求 し,衣 服 の構造
を根本か ら変えた フランスの クチ ュリエ ール
で ある。 ヴィオネが活動 した1900年後半 か ら
1920年代は,女 性の衣服改革 がクチュ リエ,
クチュ リエール によ り結実 した時代 であ り,
ヴィオネは着心地の よさと装飾 に頼 らない構
造美を実現 させた。 ヴィオネの衣服構造 の独
自性 は,バ イア ス ・カッ トによ って生 じる ド
レー プ表現であ る。バイアスの布使 いは,数
学的理論で証明で きるものだ った。
ヴィオネが ドレスに ドレープを用 いたのは,
イサ ドラ ・ダンカンの踊 りと彼女が身 に纏 っ
て いた古代 ギ リシア服を手 本 とした衣裳 を 目
の 当た りに した ことが一つの契 機であ る。 イ
サ ドラ ・ダ ンカ ンの古代ギ リシアを手本 とし
た衣装 と動 き,踊 りか ら自然 に従 うことを読
み取 ったヴ ィオ ネは,女 性の身体,体 型,髪
の色,立 ち居振 る舞 いにおいて,あ りのまま
であること求めた。イサ ドラは人間の本来持 っ
て生 まれた身体 を,衣 服の流行 によって変形
させて はな らないと考えて いた。人の動きに
従 う ドレープ(襞)は,ヴ ィオネの 「自然」
の考 え と一致 した。 ヴ ィオネの 自然 とは,女
性 につ いて言 うな らば,コ ルセ ッ トを用いな
い健康 な身体 と心理 的束縛か ら解放 された内
面 である。 ドレスにつ いて言 うな らば,素 材
の特性 を活 かす ことだった。 それ は,バ イア
スに した一枚 の布 の 自然 な性質を ドレー プと
して利用す ることだ った。 ヴ ィオ ネが イサ ド
ラを評価 したのは,身 体 が流行 に左右 され得




























































































形体,素 材,色 彩が密接に関わりあった もの
であり,ヴィオネは機能性 と装飾性が融合 し








ンが造形芸術 に成り得 ることを示 している。
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